
ポストカード＝小さなアートで
コミュニケーションを広げたい。

　白老町にある、廃校の小学校を利用した共同アトリエ「飛生アートコミュニ
ティー」は、若手芸術家たちが集まる交流の場です。人と人とが繋り、その輪が
広がることにより、新たなクリエイションが生まれるきっかけとなっています。

　この「マジカル郵便局」というプロジェクトでは、さらに視野を広げて、日本
全国、世界中のアーティストとアートによって繋がりたい、という願いから企画
され、優秀な作品をご紹介するために、ポストカードコンテストを設けました。

　「マジカル郵便局」には、世界各地から集まったポストカードが展示されていま
す。ぜひ、お気に入りの一枚を見つけて、大切な方への手紙としてお送りください。
ポストカードという小さなアートが、皆様のコミュニケーションのきっかけとな
れば幸いです。

　それでは、手紙を出すまでのひとときを、こころゆくまでお楽しみください。
大切な人へ、今日の感動を伝えてみませんか？

つながる！つたわる！マジカル！

2009年 8月 29日　会場に掲示した「コンセプト」より



プロジェクト概要と報告
開局日：８月 29 ～ 30 日
場所：音楽とアートの野外フェスティバル「MAGICAL CAMP 2009」
 　　　（札幌テイネ・ハイランド スキーロッジ内）

　空間演出
　　・ポストカードの展示（応募作品すべて）
　　・飛生アートコミュニティーメンバーの作品展示
　　・ポスト設置
　　・図工室（手紙を書くコーナー）

　販売業務
　　・ポストカード　
　　・記念切手（オリジナルデザイン）
　　・無地ポストカード

　ポストカードの郵送
　　・一般郵便
　　・マジカルキャンプ関係者
　　　 アーティスト・スタッフへ

▼ 投函された手紙

　ポストカードの公募
　募集締切：8月15日

　ポストカードコンテスト開催
　　審査会：8月21日
　　審査員：ＯＫＩ・國松 明日香・
　　　　　　本庄 千晶・渡辺 保史

▼ ポストカードコンテスト応募者の内訳

▼ 集まったポストカード

8月29～30日～8月15日 8月30日～

▼ 植樹活動を続ける中渓宏一さんへ寄付

142組 /約890枚
141 名

大地太陽幼稚園
特別参加：札幌市内の児童会館

31,430 円
ポストカード（150 円）×203 枚＝30,450 円
記念切手寄付金＊（10円）×52 枚＝520 円
無地ポストカード（10円）×46 枚＝460 円

売
上

▼ 受賞者 14名

家族・恋人・友人へ　31通
アーティスト・スタッフへ　7通
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活動拠点 男女比 年齢

特別協賛

開局 郵送募集

★ 札幌、北海道にとどまらず、
　日本全国、さらには海外から
　老若男女の皆様に参加してい
　ただきました。アートを通じ
　て多くのアーティストと「つ
　ながる」というコンセプトを
　体現することができました。

★ 「マジカル郵便局」で展示
　販売されたポストカード、
　あるいは無地のポストカー
　ドが、直筆の想いをのせた
　３８通の「手紙」となって、
　「マジカル郵便局」を旅立
　ちました。

＊原価 90円を 100 円で販売



「マジカル郵便局」の様子（2009 年 8 月 29 ～ 30 日）

「マジカル郵便局」の局員たち
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